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いて pHの経時的変動を測定し，治癒過程における最低値 pHがヒト骨髄由来間葉系幹細胞 (以








所の pHを測定することが可能である． マウス抜歯窩（N＝4）の創傷治癒部 pHは，術直後に
7.15であったが，1日後には 6.90，2日後には 6.87まで低下した. その後 pHは徐々に上昇し，
7 日後には 7.05まで回復した．実験的大腿骨欠損部の pHは，術直後に 7.10 であったが，6時
間後に 6.90まで低下し，1日後には 6.85まで低下した．術後 3日後から pHは上昇し，7日後
には 7.12まで回復した． 
 in vivoで得られた結果をもとに pHを調整した培地で hBMSCsを培養し，それらの細胞増殖
能をMTS assayで，細胞遊走能を Boyden Chamber法にて評価した．また，幹細胞性を幹細胞
マーカーである Stage-specific embryonic antigen-4 (SSEA-4)，Octamer-binding transcription 
factor 4 (OCT-4)， NANOGを指標に，フローサイトメトリーおよび定量性 RT-PCR法にてそれ
ぞれ評価した．pH 6.8の酸性条件にて hBMSCsを培養した結果，hBMSCsの幹細胞マーカーで
ある SSEA-4のタンパク質発現レベル (1.31倍)，OCT-4 (1.66倍, p＜0.05)，NANOG (1.47倍, p
＜0.05)のmRNA発現レベルの上昇を認めた．また，hBMSCsの細胞増殖能は有意に上昇したが 
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